
高岡市地域公共交通計画を踏まえた令和６年度の取組みについて

基本方針１
都市の成長を高める広域交通体系の構築

基本方針３
交通DX推進等によるサービス水準の向上と

安全・安心な交通環境の維持

■北陸新幹線新高岡駅の利便性向上に向けた誘客・送客促進
〇北陸新幹線金沢ー敦賀間開業記念イベント（R6.3）、
新高岡駅開業10周年記念イベント（R7.3）の実施

〇北陸デスティネーションキャンペーン（北陸ＤＣ。
R6.10～12）における取組み
・市内観光施設共通クーポン割引キャンペーンの
実施

・関西発着の北陸ＤＣ期間限定ツアーの実施
・「ひえつのう２日間フリーきっぷ」の販売支援（世界遺産バス・
わくライナー・市内路線バスの乗り放題）

■城端線・氷見線の再構築
・県、沿線市、交通事業者と連携し再構築事業を検討・実施
・新型鉄道車両の車両タイプ等、基本仕様の決定

■万葉線ＩＣカード（ＩＣＯＣＡ）導入（R6.9～）
ＩＣ利用時の運賃10％割引を実施（R6.9～R7.3）

■観光型MaaSを活用した企画商品の販売支援
・「加越能バス１日フリーきっぷ」の販売支援
・「ひえつのう２日間フリーきっぷ」の販売支援（再掲）

■公共交通を組み合わせたイベントの実施
県内市町村、交通事業者と連携して、夏休み期間に
おでかけきっぷの配布を共同実施したほか、きっぷ
の配布時期に併せて、クイズラリーを実施

■ラッピング車両の運行
富山大学芸術文化学部と連携し、高岡市公営バスに
ラッピングを実施（４台）

■駅等の利用環境の改善
バリアフリー化の推進
あいの風とやま鉄道福岡駅のエレベーター設置【Ｒ7.3下旬供用予定】

基本方針２
交通資源のフル活用による市内の移動利便性の確保

基本方針４
生活の中で公共交通を利用する
ライフスタイルの普及・浸透

■生活路線バス・公営バスの維持
・高岡駅、新高岡駅の誘導サインの改修（R6.10）
・バス事業者、民間事業者と連携し、高岡駅南口～済生会高岡病院間を
お得に利用できる割引券の配布（R7.1～R7.3)

■万葉線の利便性向上
・ＩＣカード決済（後掲）によるスムーズな乗降の実現
・安定的な運行を維持するための支援

■市民協働型地域交通システムのエリア拡大
・木津地区「木津ぐるりんバス」運行開始【R6.7.1～】
・野村地区「のむタク」運行開始【R6.7.31～】

■担い手の確保
・国や県と協調した支援制度の創設
・自家用有償旅客運送を運行する地区の担い手育成支援

■モビリティ・マネジメントの推進
公共交通マップの配布や公共交通乗りかたガイド
ブック「乗ってみよう公共交通」での普及啓発

■マイレール意識の醸成
万葉線におけるイベントの実施
・沿線園児による飾りつけ（七夕、ハロウィン）
・万葉線まつり（R6.6）等

■ノーマイカー運動の推進
市民ノーマイカーフライデーの実施
県「電車・バスで行こう！」キャンペーンや
たかおかSDGsDAYs等の開催時期も踏まえて年４回開催

■パーク＆ライド（Ｐ＆Ｒ）の推進
・商業施設等の駐車場を活用したＰ＆Ｒ
・SDGsパートナー企業等への呼びかけ

（万葉線まつり）

（Ｐ＆Ｒのチラシ）

（ＩＣＯＣＡカード）

（高岡市公営バス）
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（金沢～敦賀間開業イベント）


